
コミュニティすえなりは、地域の各団体が

連携し協働で、3 年ぶりに「コミュニティフ

ェスティバル」を開催します。新型コロナウ

イルスの感染予防のため、会場での飲食は禁

止とさせていただきます。 

体育館では、楽器演奏・歌・踊りの披露、

展示による活動紹介などが行われます。 

運動場では、花苗・野菜・おもちゃ等の販

売やゲームが行われます。 

従来に比し短時間の開催になりますが、ご

来場の上、出演者・出展者・出店者を応援し、

人とのふれあい・つながりをつくっていただ

きたいと思います。（加藤 富三） 

コミュニティすえなりは「まちづくり計画」の「健康で心がふれあうまちづくり」の具体的な取り組みとし

て毎年「医療福祉セミナー」を開催しています。 

今年は 11 月 30 日（水）に近畿中央ヤクル

ト販売株式会社の村上さんをお招きし、感染症

についてお話をしていただきます。 

感染症は、細菌、ウイルス、真菌、寄生虫な

どの病原体が体内に侵入して、症状が出る病気

のことです。病原体が体内に侵入しても症状が

出る場合と出ない場合とがあります。感染症と

なるかどうかは、病原体の感染力と体の抵抗力

とのバランスで決まります。 

新型コロナウイルス感染症に限らず、感染症

から身を守るためには、感染症について理解し、

その予防対策をしっかり行うことが重要です。 

当日は、手洗いチェッカーを使って正しい手

の洗い方を学んだり、免疫力をチェックしたり

します。（加藤 富三） 
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地域（まち）の将来像 

笑顔いっぱい 

活気あふれる 

美しいまち

地域なんでも相談～フレンド～  

医療福祉セミナー  

日時 令和 4年 11月 30日（水） 
 13時 30分～ 
会場 末成小学校 南館 1階  

 多目的ホール 

内容 講演 油断大敵！ 感染症!!  

    ～今こそ免疫力を高めよう～ 

 講師 村上 昌子 先生 
 健康管理士一般指導員 
 近畿中央ヤクルト販売株式会社 
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この事業には、宝塚市社会福祉協議会の会費が使われています。 

https://takarazuka-community.jp/suenari/
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子どもの豊かな育ちと学びを創造するためには、学校と地域（保護

者・地域住民等）が目標を共有し、一体となって教育活動に取り組む

ことが重要です。 

コミュニティ・スクールは、学校と地域がともに知恵を出し合い、

学校運営に意見を反映させることで、一緒に協働しながら子どもたち

の豊かな成長を支え「地域とともにある学校づくり」を進める法律に基づいた仕組みです。 

この仕組みに基づき、高司中学校と末成小学校では、学校

運営協議会で学校と地域が「地域でこんなこどもを育てたい」

ということについて熟議の上、それぞれの『めざす子ども像』

が決定されました。教職員、保護者、地域住民等が一体となり

地域の宝である子どもを育てるためには、この『めざす子ど

も像』を共有し、それぞれの役割を果たすことが大切です。 

「子どもは親の背中を見て育つ」とよく言われます。子どもは、

親だけでなく全ての大人の背中をよく見ています。大人が良くな

いことをすれば、子どもはそれに影響されます。『めざす子ども像』

に向かって、子どもの模範となっていただきたいと思います。  

令和 4 年 10月 9 日（日）16 時 30分から末成小学校体育館で、

末成ジュニア・ウインズの秋のコンサートが「響け♪ みんなの音 

～復活スペシャル～」と題して 3 年ぶりに開催されました。 

当日は、雨に拘らず多くの方が来場されました。メンバー3人が出

した案内の手紙に応えて、山﨑市長も会場に来られました。 

コロナ禍で活動をたびたび中止せざるを得ない状況でしたが、現役のメンバーも卒業のメンバーとともに素

敵な音色を響かせ、私たちを勇気づけてくれました。これからも「地域の宝」として応援していきます。 

 

ななくさ育成園では、地域の皆様にどういう施設なのかをご理解いただ

き、地域資源の一つとして認知いただけるよう、2021 年 10 月より末成小

学校の高学年の児童を中心に『子ども食堂』の取り組みを始めておられます。 

今後の開催予定をご連絡いただきましたのでご案内します。 

状況を見て開催されますので開催されるどうかについては、 

姫田様または伊藤様（TEL:0797-26-7481）にお問い合わせください。 

コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 

末成ジュニア・ウインズ ～秋のコンサート～ 

現役メンバーと指導者の堀先生 

tel:0797-26-7481


10 月 29 日（土）9 時 30 分から開催します『新型コロナウイルス

感染症対策に配慮した避難所開設運営訓練』に備えて、9 月 18日（日）

9 時 30 分から 21 人の運営委員が参加し、第 51 回避難所運営委員会

が開催されました。 

避難所運営委員会では、訓練内容の確認と自主防災組織強化支援事業

の助成金で購入した防災資器材(発電機・投光器・防護服・飛沫防止ガー

ドセット等)の確認を行いました。特に、発熱者、濃厚接触者の受入れ方

法について活発な議論がなされました。 

最後に、フェイスシールドの組立・着用、避難者の受付で使用する飛

沫防止ガードセットの組立、防護服の試着を行いました。 

9 月 17 日(土)午前 8 時にコミュニティすえなりから 16

名、光明コミュニティから 17 名の皆さんが末成小学校の中庭

に集合し、小学校の西側を南北に流れる通称「御所川」の清掃

作業にとりかかりました。 

光明コミュニティからは PTA の保護者の方も参加されまし

た。近年、川の中のごみ（缶やプラスティック）は少なくなっ

ていますが、川沿いのごみステーションから落下したごみが目

立ちます。ごみステーションにごみを出す場合は細心の注意が

必要です。 

光明コミュニティ・コミュニティすえなり 
協働の御所川清掃活動 

2022 年 9 月 17 日（土） 

御所川の清掃活動に参加された皆さん 御所川から収集分別処理したごみ 

親子で参加 

10.29 『新型コロナウイルス感染症対策に配慮した避難所開設運営訓練』 

この事業は「公益財団法人ひょうご震災記念 21世紀研究機構」と 

「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて実施します

フェイスシールドの組立 飛沫防止ガードセットの組立 防護服の試着 



「お薬の保管と期限のおはなし」  薬剤師 奥田 徳子 

お医者さんからの処方箋でもらったお薬、薬局で買った使い半端のお

薬など、皆様のお宅にも何となく置いてあるお薬があるのではないでし

ょうか。ところで、そのお薬はいつまで使えるの？そこで、今回は薬の

保管と期限のおはなし。 

薬が嫌いなのは高温と多湿です。高温多湿を避けて保管した錠剤はシ

ートのままなら製造から約 2 年前後は飲むことが出来ます。買った薬も

1 錠ずつ包装されているものであれば箱に記載してある期限まで使用出来ます。塗り薬や貼り薬などの外用剤

は包装に期限が書かれています。軟膏やクリームならチューブの下部に刻印されていることが多く、貼り薬な

ら包装パッケージに印刷されている事が多いです。水薬は基本的

に１週間前後。「メスアップ」と言って、薬を均等に計量して飲

んで頂くために水で希釈して水薬瓶のメモリに全体量を合わせ

ているためです。もし長持ちさせたいなら薬局で「原液で下さい」

とお願いしてみましょう。その場合は使う時に自分で水を足しメ

モリ合わせをする必要があります。それでも保存期限は１ヶ月程

度です。そもそも水薬は子供の薬に多く、それらは受診時の月齢

や体重から計算して作られているのです。目薬も必ず瓶に期限が

書かれていますが、これは未開封状態での期限です。開封した目

薬は１ヶ月を目処にしましょう。軟膏やクリームは使い方によって期限が大きく異なります。患部に直接触れ

たり指で薬を取ったりすると薬剤が細菌に汚染されてしまいます。清潔なスプーンや割り箸などで取ってから

患部に塗ると汚染が軽減されます。座薬に冷蔵保存のものが多いのは体温以下の温度で溶かす必要があるため

です。一度溶けた座薬を再度冷蔵庫で冷やし固めても、挿入時に崩れてしまう事が多いので避けましょう。粉

薬は「サラサラしているか」「変色していないか」が一つの目安になります。袋の中でぺちゃんこに固まって

いる物を服用するのはやめましょう。かと言って、「ややこしいから」と古い薬を何でも捨ててしまうのもお

勧め出来ません。病院からの処方箋で受け取る薬の代金は多くの場合、７割以上が「健康保険」という公金で

料金負担されているのです。例えば上の子がひいた風邪が下の子に感染した、等という場合には上の子の薬の

残りが使えるかも知れません。ただしそれを親御さんの判断で使うのは非常に危険です。薬をもらった医師か

薬剤師に聞いてみましょう。基本的に、薬というものは「似た症状」であっても他の人に譲渡するのはとても

ハイリスクなのです。もしかしたら、違う病気かも知れませんから。薬は上手に保管し上手に使いましょう。 

健康てらこや 


